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７－３－２　積込み中の爆発火災
[事　例]

①　ジェット燃料積荷中爆発火災（１９○○年　△△）

当日、朝０８：０５着岸して、０８：３３からジェット燃料（JP－4）の積荷を開始し、船体中央部のタンクから積みはじめ、１０分間ほどたった時、突然タンクが大音響を発して爆発し、１０ｋｍ離れたところでも音が聞えた。爆発は２回引続いて発生し、黒煙を吹き上げ続いて火災となった。爆発の結果、左右合計６タンクのうち、５タンクは完全に破壊され、上甲板は吹き飛ばされ、一部は左右に口を開き炎が立ち昇った。消防船ひりゅうはじめ駆けつけた２４台の消防車が消火にあたったが約１時間半後、左舷側に横転沈没した。爆発の際、上甲板で作業中の２名が吹き飛ばされ死亡したが、１名はばらばらになり、遺体の一部が２００ｍ離れたところで発見され、他の１名は船体後部で発見された。他に１名が重火傷を負った。船体は１５日に引き揚げられ、１８日屑鉄処分のため回航された。
船体の破壊状態から発火源は、積荷中のタンク内にあったと見られ、当時上甲板に発火源と考えられるものが全く存在しなかったことから、積荷による静電気の蓄積に疑問が集中して検討が進められた。
積込み中であったジェット燃料の電気的性質を調査したところ、静電気帯電の可能性が著しいことがわかった。一方、本船カーゴタンク内面はエポキシ塗料が塗られており、この塗料は、ジェット燃料と同程度に電気絶縁度が大きいものであった。
陸上の積み出し設備のうち、パイプ内の異物を除去するため、船の積みこみパイプと陸上パイプの間に細目のフィルターを取りつけていたことが静電気発生を著しいものとした。また、積み込み速度が大きかったため、管内流速が上昇し、静電気発生が増加したこともあり、諸種の条件が重なりあってタンク内に積みこまれたジェット燃料が高電位に達していたため、船体の一部と油面の間に火花放電を発生し、タンク内に蓄積していたガスに引火爆発したものとする見方が有効である。

対策として
①　フィルターは船からなるべく遠くに置く

②　積込み流速を下げる

③　タンク内の鋭くとがった部分をなくする

④　積荷油の絶縁度を下げるための添加剤の開発

⑤　タンク内に静電気分割導体を設ける
②　○○丸爆発火災（１９△△年　□□桟橋）
○○丸は、□□桟橋にＭＧＲ４２０㎘積み込みの為、０６：４５着桟、０７：００少し前荷役準備完了（Ｌ／Ａ接続、荷役前点検実施）、０７：００頃荷役スタートを行い、０７：１５頃約１２０㎘積載したとき、船中央部付近から突然爆発出火した。この事故により、船上で作業していた乗組員３名は死亡（１名は爆風で７０ｍ離れた計器室前迄飛ばされ、他の２名は海上へ飛ばされた）。発災当時の作業状況の詳細は不明であるが、原因究明の結果、海難審判でも着火源は、甲板上での作業員がゴムホースをひきずったことによる人体静電気帯電、可燃性爆発混合気はハッチ内にもできていたこと、又、荷役監視の為、マンホールをすかしていたため、ガソリン蒸気が甲板上にも流れていたことが確証された。
















































